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一般質問

斎
藤
貴
亮
議
員
（
フ
ォ
）　

①
中
央

公
園
に
夜
間
対
応
型
の
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト
が
つ
く
れ
な
い
か
。

　

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
の
1
時
間
当

た
り
の
経
費
は
。

　

③
中
央
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

砂
入
り
人
工
芝
に
し
、
照
明
を
つ
け

て
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
と
の
併
用
型

に
し
た
場
合
の
費
用
は
。

教
育
長　

①
現
行
の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー

ト
を
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、

新
規
の
設
置
は
難
し
い
。

　

②
約
5
千
3
百
50
円
で
あ
る
。

　

③
概
算
で
6
千
万
円
以
上
の
経
費

が
必
要
と
な
る
。

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

①
利
便

性
向
上
の
た
め
、
駐
車
場
の
増
設
を

検
討
す
べ
き
で
は
。

　

②
嘱
託
職
員
の
研
修
内
容
は
。

　

③
今
後
の
設
備
全
体
の
計
画
は
。

市
長　

①
敷
地
面
積
等
か
ら
見
て
困

難
で
あ
る
。

　

②
全
職
員
を
対
象
に
、
条
例
や
業 

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
基
づ
き
説
明
を

地

域

セ

ン

タ

ー

の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
よ
う

行
い
、
事
務
の
取
り
扱
い
や
接
遇
に

重
点
を
置
い
た
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

③
常
に
現
状
を
把
握
し
て
修
理
等

を
行
い
、
要
望
の
多
い
設
備
は
配
備

を
検
討
し
た
い
。

日
向
美
砂
子
議
員
（
緑
ネ
）　

①
学

習
指
導
要
領
で
は
パ
ソ
コ
ン
の
技
術

習
得
等
を
ど
う
位
置
づ
け
て
い
る
か
。

　

②
教
育
委
員
会
と
し
て
、
小
学
校

で
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
学
ぶ
た
め
の

計
画
を
持
っ
て
い
る
か
。

　

③
パ
ソ
コ
ン
関
連
機
器
に
か
か
る

費
用
に
見
合
っ
た
情
報
教
育
を
提
供

で
き
て
い
る
か
。

教
育
長　

①
小
学
校
で
は
な
れ
親
し

む
こ
と
、
中
学
校
で
は
学
習
活
動
を

充
実
す
る
こ
と
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

②
情
報
教
育
全
体
計
画
等
を
作
成

し
て
お
り
、
各
学
校
の
現
状
に
応
じ

て
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

③
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

①
教
員

1
人
に
1
台
の
パ
ソ
コ
ン
配
備
は
ど

う
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

②
教
員
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
使
用

は
禁
止
す
べ
き
で
は
。

　

③
パ
ソ
コ
ン
等
の
整
備
に
当
た
り

市
内
の
業
者
を
視
野
に
入
れ
て
、
地

小
平
市
内
小
・
中
学
校
の

情
報
化
推
進
に
つ
い
て

域
の
産
業
を
活
性
化
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

①
関
係
部
局
と
調
整
を
図

り
検
討
し
た
い
。

　

②
適
切
な
管
理
を
指
導
し
て
お
り
、

や
む
を
得
な
い
場
合
は
事
前
に
校
長

の
許
可
を
得
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

③
現
在
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
迅
速
な

対
応
が
可
能
で
あ
れ
ば
視
野
に
入
れ

て
研
究
し
た
い
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

①
学

校
図
書
館
協
力
員
の
見
通
し
は
。

　

②
専
任
司
書
教
諭
の
配
置
は
。

　

③
学
校
図
書
館
相
談
員
は
2
校
に

1
人
な
ど
の
計
画
を
持
つ
べ
き
で
は
。

教
育
長　

①
本
年
度
が
文
部
科
学
省

に
よ
る
試
行
の
最
終
年
度
で
あ
る
た

め
、
現
在
検
証
し
て
い
る
。

　

②
近
隣
市
と
同
様
に
配
置
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
東
京
都
市
教
育
長
会

を
通
じ
都
に
要
望
し
て
い
る
。

　

③
各
学
校
に
司
書
教
諭
有
資
格
者

や
担
当
教
諭
が
い
る
こ
と
か
ら
、
巡

回
に
よ
る
相
談
を
基
本
と
し
て
ス
キ

ル
の
向
上
に
努
め
た
い
。

岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）　

①
給
食

を
食
べ
る
時
間
は
確
保
さ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
残
食
率
と
の
関
係
は
。

　

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
食
器
は
早
急
に

改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

③
学
校
で
食
料
自
給
率
等
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
を
持
つ
考
え
は
。

教
育
長　

①
小
学
校
は
40
分
か
ら
45

分
、
中
学
校
は
30
分
で
あ
る
。
時
間

を
長
く
す
る
こ
と
で
残
食
率
が
大
幅

に
減
少
す
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

②
中
学
校
で
の
改
善
を
検
討
す
る
。

市
長　

②
保
育
園
で
の
改
善
を
研
究

す
る
。

教
育
長　

③
各
学
校
の
判
断
に
よ
る

も
の
と
考
え
る
。

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
）　

①
平
成
19

年
度
の
決
算
審
査
で
答
弁
し
た
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

　

②
教
育
現
場
で
の
課
題
は
。

教
育
長　

①
教
育
委
員
会
事
務
局
や

各
学
校
か
ら
の
情
報
だ
け
で
な
く
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
等
の
現
場

の
声
や
情
報
を
、
み
ず
か
ら
可
能
な

限
り
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
た
い
。

　

②
子
ど
も
の
学
力
向
上
、
教
員
の

指
導
力
の
向
上
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
と
の
連
携
の
中
で
子
ど
も
の
健
全

育
成
の
あ
り
方
を
図
っ
て
い
く
こ
と

な
ど
で
あ
る
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

①
今
後
、

教
員
の
質
を
ど
の
よ
う
に
向
上
さ
せ

る
の
か
。

　

②
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

評
価
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

①
教
員
の
学
ぶ
体
制
を
学

校
が
整
え
、
そ
の
体
制
を
教
育
委
員

会
が
支
援
し
て
い
く
な
ど
、
各
学
校

の
実
態
に
応
じ
た
研
修
の
あ
り
方
を

整
え
て
い
く
。

　

②
9
月
現
在
3
千
2
百
4
人
が
参

加
し
、
参
加
率
は
34
・
4
％
で
あ
る
。

今
後
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
を
中

心
に
、
保
護
者
の
意
向
を
尊
重
し
て

進
め
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

教
育
行
政
の
今
後
に
つ
い
て

教
育
長
の
方
針
を
問
う

地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の 

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

西　

克
彦
議
員
（
共
産
）　

①
有
料

化
し
た
6
月
か
ら
の
利
用
実
績
は
。

　

②
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う
に
関

与
し
て
い
る
の
か
。

　

③
利
用
の
継
続
に
気
配
り
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
利
用
者
以
外
を
含
め

た
全
体
へ
の
情
報
の
公
表
は
ど
う
か
。

教
育
長　

①
43
人
増
加
し
て
い
る
。

　

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
事
務

局
の
一
員
で
あ
り
、
状
況
を
十
分
把

握
し
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

③
継
続
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の

意
思
を
尊
重
し
た
い
。
情
報
の
公
表

と
し
て
は
、
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

①
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
移
行
費
用
の
概
算
は
。

　

②
増
設
に
向
け
て
支
援
を
拡
大
す

べ
き
で
は
。

　

③
公
設
民
営
で
進
め
る
考
え
は
。

市
長　

①
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
事
業
実
施

園
が
幼
稚
園
単
独
型
へ
移
行
す
る
場

合
は
、
2
百
50
万
円
以
内
の
補
助
で

可
能
と
考
え
て
お
り
、
大
規
模
改
修

を
伴
う
場
合
は
3
千
万
円
を
限
度
と

し
た
補
助
金
額
を
設
定
し
て
い
る
。

　

②
当
面
、
国
を
上
回
る
都
の
補
助

制
度
に
準
じ
た
補
助
を
行
っ
て
い
く
。

　

③
予
定
は
な
い
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）　

①
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
は

他
市
と
違
う
の
か
。

　

②
来
年
度
以
降
の
計
画
は
。

　

③
職
員
配
置
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長　

①
情
報
収
集
や
施
設
提
供
な

ど
を
基
本
と
し
て
い
る
。
複
合
施
設

で
あ
る
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
内
に

あ
る
た
め
、
施
設
内
の
他
団
体
と
の

連
携
・
協
力
が
図
ら
れ
る
。

　

②
小
平
ア
ク
テ
ィ
ブ
プ
ラ
ン
21
の

計
画
に
基
づ
き
進
め
て
い
く
。
平
成

21
年
度
は
小
平
市
女
性
の
つ
ど
い
と

共
催
事
業
を
展
開
し
、
セ
ン
タ
ー
の

利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

　

③
現
時
点
で
は
、
新
た
な
配
置
は

考
え
て
い
な
い
。

石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

①
各

施
設
へ
の
市
独
自
補
助
の
種
類
は
。

　

②
直
近
の
待
機
児
童
数
は
。

　

③
認
可
保
育
所
と
認
可
外
保
育
施

設
の
入
所
率
は
。

市
長　

①
私
立
保
育
園
へ
は
児
童
処

遇
費
、
乳
児
保
育
奨
励
費
等
。
認
定

保
育
室
へ
は
児
童
加
算
、
利
用
促
進

費
等
。
認
定
家
庭
福
祉
員
へ
は
児
童

加
算
、
施
設
費
等
が
あ
る
。
認
証
保

育
所
へ
の
単
独
補
助
は
な
い
。

　

②
平
成
20
年
10
月
で
92
人
で
あ
る
。

　

③
前
者
は
104
・
7
％
、
後
者
は
101
・

8
％
で
あ
り
、
特
性
に
沿
っ
て
利
用

さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

①
ま
ず

東
・
西
・
中
央
地
域
に
設
置
し
、
そ

の
後
各
地
域
に
増
設
で
き
な
い
か
。

　

②
公
民
館
を
活
用
し
た
子
ど
も
つ

ど
い
の
広
場
事
業
等
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
国
が
設
置
を
推
進
し
て
い

る
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
同

様
の
役
割
を
果
た
す
、
子
育
て
ふ
れ

あ
い
広
場
等
を
各
地
域
で
開
設
し
て

い
る
の
で
、
既
存
の
施
設
を
活
用
し

た
事
業
の
充
実
に
努
め
た
い
。

　

②
児
童
の
た
め
の
施
設
機
能
を
持

つ
地
域
セ
ン
タ
ー
が
多
数
あ
る
の
で
、

有
効
活
用
し
て
広
場
事
業
の
充
実
を

目
指
し
た
い
。

苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）　

①
用
水

路
活
用
計
画
の
見
直
し
と
検
討
委
員

会
報
告
書
と
の
関
係
は
。

　

②
活
用
計
画
で
目
標
や
目
安
を
出

す
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

③
事
業
を
進
め
る
手
順
は
。

市
長　

①
前
者
は
第
三
次
長
期
総
合

計
画
に
基
づ
き
行
う
予
定
で
あ
る
が
、

後
者
は
活
用
区
分
の
一
部
見
直
し
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

②
将
来
的
な
活
用
方
針
を
示
す
も

の
な
の
で
困
難
と
考
え
る
。

　

③
事
前
に
説
明
会
を
開
催
し
、
地

域
住
民
と
の
協
議
・
調
整
を
図
り
な

が
ら
整
備
に
努
め
て
い
く
。

藤
原
哲
重
議
員
（
フ
ォ
）　

①
野
火

止
用
水
全
体
の
管
理
・
保
全
計
画
は

あ
る
の
か
。

　

②
西
武
国
分
寺
線
踏
切
か
ら
中
宿

橋
間
の
土
ど
め
板
を
取
り
か
え
て
は
。

　

③
野
火
止
通
り
の
防
護
さ
く
を
グ

リ
ー
ン
ロ
ー
ド
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力

あ
る
も
の
に
変
更
し
て
は
。

市
長　

①
昭
和
49
年
策
定
の
都
の
野

火
止
用
水
保
全
計
画
に
基
づ
き
、
管

理
・
保
全
を
行
っ
て
い
る
。

　

②
用
水
路
の
の
り
面
が
崩
壊
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
補
修
の

方
法
等
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議

し
て
検
討
し
た
い
。

　

③
今
後
研
究
し
た
い
。

斉
藤
一
夫
議
員
（
政
和
）　

①
草
花

街
道
は
社
宅
の
敷
地
内
に
ネ
ッ
ト
フ 

ェ
ン
ス
で
ふ
さ
が
れ
て
い
て
い
る
場

所
が
あ
り
、
真
っ
す
ぐ
通
れ
な
い
。

建
物
が
撤
去
さ
れ
た
の
で
、
フ
ェ
ン

ス
や
植
栽
を
撤
去
し
て
遊
歩
道
と
し

て
通
れ
る
よ
う
整
備
し
て
は
。

　

②
整
備
し
た
場
合
、
安
全
・
安
心

の
た
め
に
防
犯
灯
を
設
置
し
て
は
。

市
長　

①
社
宅
に
住
む
人
へ
の
配
慮

か
ら
閉
鎖
し
て
い
た
が
、
今
後
利
便

性
や
安
全
性
に
配
慮
し
た
整
備
の
可

能
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

　

②
整
備
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
た
ち
に
充
実
し
た

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を

公
共
施
設

体
育
施
設
を
多
角
的
視
点
に

立
っ
て
活
用
し
て
は

教 育

文 化

専
任
の
司
書
教
諭
の
配
置
な
ど

小
・
中
学
校
図
書
館
の
充
実
を

食

育

の

視

点

か

ら

給

食

を

見

直

そ

う

学
校
教
育
の
課
題
の
多
様
化
・

深
刻
化
に
ど
う
立
ち
向
か
う
の
か

児
童
・
女
性

待
機
児
ゼ
ロ
に
は
認
定
こ
ど
も
園
の

増

設

を

進

め

る

べ

き

男
女
共
同
参
画
条
例
に

対
応
し
た
施
策
の
展
開
を

認
可
外
保
育
施
設
の
保
育
料

負
担
軽
減
補
助
制
度
の
創
設
を

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を

市
内
各
地
域
に
開
設
し
て
ほ
し
い

公 園

用 水

用
水
路
活
用
計
画
に
つ
い
て

野

火

止

用

水

の

保

全

に

つ

い

て

回
田
町

201
番
地
先
の

遊
歩
道
整
備
に
つ
い
て

◀
美
園
地
域
セ
ン
タ
ー

男女共同参画センターでの市民活動

◀

野
火
止
用
水
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